



















おり，雲仙市役所千々石総合支所（旧千々石町役場）には 1991 年に建てられた 3 人の銅像が並ぶ。





















図 1 橘周太銅像（戦前） 
当時の絵葉書による。 






 銅像建立の動きは 1912 年に始まり，南高来郡長を委員長に建設委員会が組織された3)。明治天
皇死去による 3 年間の中断ののち，1914 年に再開，陸軍省と合同の事業になり4)，南高来郡南有
馬村出身の彫刻家，北村西望によって制作が進められ，1919 年 2 月 9 日に除幕式を行っている。
新聞の報道によれば5)，知事以下 200 余名が出席する盛大な式典であった。 
銅像が建立されたのは千々石灘を見下ろす丘陵上で，現在の橘神社前ではない（図 2）。銅像建
設後は「橘山」や「銅像山」と呼ばれるようになり，また時期は不明であるが，千々石町の忠魂
碑も銅像のすぐ下手（西側）に建立されている6)。なお，銅像建立後の 1919 年 6 月に連合艦隊司
令官山下源太郎海軍大将以下の将兵が銅像に参拝した際に千々石灘を「橘湾」と称することが発
案され，海軍水路部によって告示された7)。 
























図 2 研究対象地域（橘神社周辺） 
①橘神社 ②橘周太銅像 ③千々石清左衛門之碑（千々石ミゲル顕彰碑） ④雲仙市役所千々石総合支所（旧
千々石町役場） ⑤橘周太銅像旧所在地 ⑥橘神社の 1932 年ごろの建設予定地 ⑦橘周太生家跡 ⑧雲仙鉄
道上千々石駅跡 



















 32 万円という巨額の寄付16)と多くの勤労奉仕によって，橘神社は 1940 年 5 月 15 日に鎮座祭を
迎え，県社に列した。鎮座祭は前後 3 日間にわたる極めて盛大なもので，宮司には橘周太中佐の
長男一郎左衛門元陸軍大尉が就任している。また，大鳥居は長崎県教育会を通した県内学校児童
生徒・教職員の寄付によって 1942 年に完成した17)。 
(3) 千々石ミゲルと釧雲泉  ここまで戦前・戦中期における橘周太の顕彰について概観してき













           図 3 橘神社創建趣意書 
         長崎県立長崎図書館蔵。 
 
             
 
 
            




                     図 4 橘神社建設地問題を報じる新聞記事 






表 1 地元出版物における三先人の記述 
 戦前～終戦 終戦～1979 年 
橘周太 14   4   
釧雲泉 3   3   





























ち，1947 年に橘周太生家に安置された23)。さらに 1954 年に現在地の橘神社入り口に移設されて





「釧雲泉之碑」は町制施行 40 周年記念として 1968 年に建立され，町内の個人宅にあった「手習
い石」も傍らに移設された。 
















雲仙は 1887 年ごろから外国人避暑客が増加し，1911 年には県営雲仙公園が開設されていた国
際観光地であった28)。当時の千々石は雲仙登山口のひとつ29)で，「小濵温泉や温泉岳温泉地に往来
する枢要なる街路に當り，是等の浴客や避暑客の来往は常に絶えない」30)ような状況であった。千々
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